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平成 20年度 京都大学総合技術研究会に参加して
開催日 平成 21年 3月 9日(月) ~ 1 0日(火)
会場 京都大学 吉田キャンパス
京都大学 百周年時計台記念館(本部構内)
吉田南 総合舘(吉田南構内)
参加者 山田隆昇・1、福岡高円、川崎孝俊可、水野広治可、篠 競・3、白井治彦・3
森田俊夫勺、岡井蕃四郎・3
平成 20年度総合技術研究会が京都大学で開催され、全国の大学 730名、高専 86名、研究
所 113名の方々が参加されました。福井大学工学部技術部より 9名が参加し、ポスター発表 3
件、口頭発表 l件が発表報告されました。
第一日目は、百周年時計台記念館の記念ホー
ルにおいて開会式挨拶京都大学総長松本紘氏、
特別講演技術部長大島幸一氏の特別講演 実
行委員長小岸克美氏の挨拶があり 、その後 11
会場 (1機械・ガラス工作技術 11件、 2装置関
係技術 10件、 3回路・計測制御技術 8件、 4
極低温技術 8件、 5情報料トトタ技術 21件、 6
生態・農林水産技術 9件、7医学 ・実験動物技術
8件、 8分析・物性測定技術 12件、 9実験・実
習技術、地域貢献 30件、 10建築・土木技術 11
件、 11環境 安ー全衛生管理技術 11件)に分かれ
て口頭発表(139件)が行われ、大変活発な討
論、質問等が行われました。
夕方には、国際交流ホールにおいて情報交換会
(400 1¥)が開かれ、日頃、技術者が日常業務で
携わっている広範囲な筏術的教育研究支援活動
や技術開発の苦労話など和やかな懇親会が繰り
広げられました。また法被姿の女性チームによる「京都の日本太鼓」が披露されました。
第二日目午前中は、 一日目に引き続き口頭発表 (78件)(1.機械・ガラス工作技術 2件、 2装
置関係技術 7件、 3回路計測制御技術 8件、 4極低温技術 6件、 5情報ー キットワー ク技術 5件、 6
生態・農林水産技術 7件、 7医学 ・実験動物技術 6件、 9実験・ 実習技術、地域貢献 22件、 10
建築 土木技術8件、 11環境安全衛生管理技術 7件)が行われ、午前中、各参加者は各々の
福井大学工学部筏術部・1第二技術室 ・2第一技術室 ・3第三銭術室
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総合技術研究会会場前
総合技術研究会口頭発表会場
セッション会場にて、大変活発な質疑応答が
行われました。
第二 日目午後は、百周年時計台記念館地下
の免震栴造の見学会(20分)、2F国際交流ホー
ル 1. I聞においてポスター発表(196件)が行
われ、福井大学工学部設術部から、山田、福岡、
川崎、佐藤、脇、安藤グループのrTIG溶接の基
縫溶接技術I、水野、篠、白井、本堂グループの
「体験型ものづくりに関連した電子工作への
取り組みj、森田 rNMRスベクトノレ分裂パタ
ーン解析の試みJとポスター発表 3件、
総合技術研究会口頭発表
総合技術研究会ポスター発表会場
総合技術研究会ポスタ一発表
岡井 f植物の光合成リズムに合わせた間欠照明技術の開発J口頭発表 1件の発表報告を行いま
した。 ポスターセツ V ヨンのスケジューノレは前もって指定されており、我々のグループも 11
時にポスターを掲示 し 13 時~ 1 5 時内の 1 4:00- ]4 :30 までの 30 分間はポスタ ー前において説
明を行い、次々と参加者の方が見ていかれ、数人の専門の方には、質問や技術アドパイスを頂
き、いろいろと専門技術を教えて頂たりと今後の技術向上に役たち、大変有意義なポスター発
表でした。
